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セミナーのテーマ要点

 生物多様性問題は、現代の主要な環境問題の1つであり、社会のサステナビリティ実現
に向けた主要な取り組みテーマの1つ。生物多様性保全（≒ネイチャーポジティブ）の
基本的な方向性や仕組みは世界レベルで決められ、国レベルでもそれに沿った制度的
基盤整備が進む（気候変動対策と似たプロセス）

 そんな「生物多様性」が近年、「経営」「会計」「ファイナンス」といった⾔葉との
結びつきを強めつつある。ビジネス界では、サーキュラーエコノミーやカーボン
ニュートラルと並び、ネイチャーポジティブがサステナビリティ経営の合⾔葉に

 昨今のサステナビリティ経営のトレンドは、サステナビリティ情報の開示（「ESG情
報」「環境や社会が企業に与える影響」「企業が環境や社会に与える影響」・・・）。
その1つの原動⼒は、投資家や⾦融機関側からの要請（非財務情報が投資・融資に占め
る重要性の高まり）。情報開示枠組みの世界的な制度化・収斂化も進む

 カーボンニュートラル領域で先⾏していたこれらの波が、ついにネイチャーポジティ
ブ領域へ到来。その軸は「TNFD」という情報開示枠組み。ポイントは「①ガバナンス
②戦略 ③リスクとインパクト管理 ④指標と目標 という4本柱」「バリューチェー
ンやロケーションを重視した情報開示」など

 日本は世界随一のTNFD大国。現時点では大企業や⾦融機関が中心だが、中小企業も他
人事ではない。ネイチャーポジティブを無視すれば「取り引きしてもらえなくなる」
「融資してもらえなくなる」リスクも出現。そもそもサステナビリティ経営は、環境
保全のためだけでなく、ビジネス（会社を存続させ利益を生み出していく）のため

 紙・ごみ・電気はやり尽くした。地球温暖化だって意識している。その上さらに生物
多様性に取り組むなんて可能なのか。ただでさえ原材料費高騰、光熱費高騰、人材不
足で苦しいのに・・・この先、滋賀の企業や⾦融はどうする︖
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TNFD「①ガバナンス」の一例
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自然関連の依存、インパ
クト、リスク、機会に関
する組織のガバナンスを
提示する

出典（上）︓セブン＆アイHLDGSホームページ
出典（下）︓上新電機ホームページ
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TNFD「②戦略」の一例

自然関連の依存、インパ
クト、リスク、機会が、
組織のビジネスモデル、
戦略、財務計画に与える
影響を開示する

出典（上）︓セブン＆アイHLDGSホームページ
出典（下）︓上新電機ホームページ
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TNFD「③リスクとインパクト管理」の一例

自然関連の依存、インパ
クト、リスクと機会を特
定し、評価し、優先順位
を付け、管理するために
組織が用いているプロセ
スを記述する

出典（上）︓セブン＆アイHLDGSホームページ
出典（下）︓上新電機ホームページ
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TNFD「④指標と目標」の一例

自然関連の重要な依存、
インパクト、リスク、機
会の評価と管理に使用る
する測定指標とターゲッ
トを開示する

出典（上）︓セブン＆アイHLDGSホームページ
出典（下）︓上新電機ホームページ
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【1】生物多様性問題や地球温暖化問題の深刻化によって、そして世界や国のさま
ざまな動きによって、ビジネスの現場では具体的にどんなことが起こりうるの
か︖

【2】生物多様性問題や地球温暖化問題の深刻化によって、そして世界や国のさま
ざまな動きによって、⾦融機関は今後どう変わっていきそうか︖ そしてそれ
は、貸出先の企業（ビジネス）にどんな影響をもらたすか︖

【3】どうすれば、ネイチャーポジティブとカーボンニュートラルのシナジー（相
乗効果）は進み、トレードオフ（⼆律背反）は避けられるか︖ その際、企業
（ビジネス）が⼼がけるべき点は何か︖

【4】こうした諸状況のもと、滋賀の企業（とりわけ中小企業）は、まず何から手
をつければよいか︖
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セミナー後半のディスカッション︓トークテーマ（予定）


